学級通信は子ども・保護者との信頼関係構築のツールとなっているか : 学級経営における学級通信の役割を考察する by 益田 亮英
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Is the classroom newsletter functioning as a practical tool to build trust between 
teachers, pupils, and parents?: 




































３年以上 ２年 １年 計 
教諭 12 ４ ６ 22 
講師 ３ ２ ３ ８ 
計 15 ６ ９ 30 
１－３ 担任 
（表１－３） 
低学年 中学年 高学年 特別支援 
教諭 11 ５ ４ ２ 
講師 １ ３ １ ３ 











項目 教諭（平均値） 講師（平均値） 
Ａ：教師の仕事に対する使命感や誇り 3.5 3.1 
Ｂ：子どもに対する愛情や責任感 3.5 3.4 
Ｃ：子ども理解 3.0 3.0 
Ｄ：児童・生徒指導力 2.6 2.4 
Ｅ：集団指導の力 2.5 2.4 
Ｆ：学級づくり 2.7 2.2 
Ｇ：学習指導授業づくりの力 2.2 2.0 
Ｈ：教材解釈の力 2.3 1.9 
Ｉ：豊かな人間性や社会性 2.9 2.7 
Ｊ：常識と教養 2.9 2.9 








 (2) 学級通信に関する質問 
２－１ 発行回数 
（表２－１） 
毎日 週１回 月１回 その他 
教諭 ０ 18 １ ３ 
講師 ０ ７ ０ １ 


































ねらい 人数 優先順位 
１位 ２位 ３位 
Ａ：保護者との連携強化 29 25 ４ ０ 
Ｂ：子どもとの信頼関係 22 １ 10 11 
Ｃ：学級経営の充実 21 ２ 12 ７ 
Ｄ：教師理解 10 ０ ４ ６ 





















内容 人数 優先順位 
１位 ２位 ３位 
Ａ：お知らせ 21 10 ４ ７ 
Ｂ：授業のこと 13 ４ ３ ６ 
Ｃ：子どもの様子 28 14 10 ４ 
Ｄ：行事の様子 26 ４ 13 ９ 
Ｅ：担任の教育観 ０ ０ ０ ０ 
Ｆ：その他 ０ ０ ０ ０ 
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保護者との連携強化 ８ 17 ４ １ 3.1 
子どもとの信頼関係 ５ 20 ５ ０ 3.0 
学級経営の充実 ６ 18 ５ １ 3.0 
教師理解 ２ 21 ６ １ 2.8 








































項目 人数 （％） 
効果を考えると、時間かけてもきつくない 22 73.3 
顕著な効果がないので無駄だと思う ２ 6.7 































































 ① 保護者や子どもとの信頼関係を築くことを目標に、 
 ② 学級通信の発行は担任業務の一つととらえ、 
 ③ 自らの意志で、あるいは、同僚が発行しているから、 
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